
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 醸造　359

932　　　 モ ノテ ル ペ ン アル コ
ー

ル 生産性 変異 酵母の フ ァル ネシ ル ニ リン 酸合成

　　　　　 酵 素遺伝子 の 新規な
一

ア ミ ノ 酸置換変異

　　　　　　（白鶴酒造 ）0 植田 真理 ，渡 辺 　睦 ，西 村　顕

　【目的 】モ ノテ ル ペ ン ア ル コ
ー

ル は 柑橘系 の 好 ま しい 香 りを有 して お り、食品や

香粧 品 の 香 料 と して 幅広 く利 用 され て い る 。 清酒 醸造 へ の 応 用 を念頭 に 置 い て 、
Saccharomyces　cθrevisla θか らモ ノテ ル ペ ン アル コ

ー
ル 生産性変異株 を分離 し 、

そ の 変 異箇 所 に つ い て 検討 した。

【方法及 び 結果】実験室 酵母 X2180−1Aを EMS で 変 異処 理 し、出現 した コ ロ ニ
ー

を

ラン ダム に釣 菌 して 、YPD液体 培地 で 30℃ で 2 日間振 と う培養 を行 っ た 。 生成 し
たモ ノテ ル ペ ン アル コ

ー
ル は ガ ス ク ロ マ トグラ フ で 分析 した。X2180−1Aが全くモ

ノテ ル ペ ン ア ル コ
ー

ル を生産 しなか っ た の に対 して 、70012 変異株 で は リナ ロ
ー

ル 、 シ トロ ネ ロ
ー

ル 、 及 びゲ ラニ オ
ー

ル の 生産 が 認 め られ た。 70012株 と X2180−
1Bの 交雑株で は そ の 生産性 は 完全 に消 失 した 。モ ノテ ル ペ ン ア ル コ

ー
ル の 生産 に

つ い て は、フ ァ ル ネシル ニ リン酸合成酵素遺伝子 ERG20の 変 異 （erg20 −2，　 K　197E）
が 報告

1）
され て い る 。 70012株 の ERG20を PCR 増幅 して 塩 基配列 を 決定 した と こ

ろ 、新 規 な
一

ア ミ ノ酸置 換変 異 （erg20 −3，
　T　62M）を検 出 した。野 生 型 ERG’20の 導

入 で 70012株 の モ ノテ ル ペ ン ア ル コ
ー

ル 生産性は 抑制さ れた が、 erg20 −3高発 現
ベ ク タ ー保持 した衄 r820 株は モ ノテ ルペ ン ア ル コ ー ル を 生産 した 。
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α孵 ooooo 〃5 属酵母 由来の グル タミナ

ーゼ遺伝 子の クロ
ー

ニ ン グ

（キッ コー一
マ ン ・

研 究本部） ○ 伊藤考太郎、海附玄龍 、小山泰 二

【目的】 グル タミナ
ーゼ は 、 L−一グル タミンを加水分解して 、 アン モニ アとうまみ 成分で ある L一

グル タミン酸を生成する酵素で あり、食品加工 業におい て重要な役割を果たして い る 。 我 々

は、伽 foooσα お 〃o 面 θη 5なに耐塩性 および耐 熱性に優れたグル タミナーゼを見 出した 。 本

研究は 、
　Cryptococcus　nodaensis よりグル タミナーゼ遺伝子 を単離し、その 遺伝子 の 解析を

目的とした 。

【方法 および結果】 Cryptoeoccus 　nodaensis の 染色体 DNA を鋳型とし、精製したグル タミ

ナーゼの 内部部分アミノ酸配 列をもとに合成した プライマ ーを用い て PCR を行い
、 グル タミ

ナ
ー

ゼ遺 伝 子 の 部分断 片を取得した 。 次に、この 部 分断 片の 配列情報をもとにイン バ ー
ス

PCR 法および RAGE 法を用い て、グル タミナーゼの ゲノム 遺伝子および cDNA を取得した 。

その 結果 、 本グル タミナ
ーゼ は 、 2052bp の 塩基に よりコ

ードされ 、 684 残基の アミノ酸か らな

るタン パ ク質で あることが明らかとなっ た 。 相同性検索の 結果 、 既 知の グル タミナ
ー

ゼ との

相同 性 はなく、 新規なグル タミナ
ーゼ であっ た 。 次い で 、 S．　 cerevisiae を宿主として取得 した

遺 伝子を発現させ 、 グル タミナ
ーゼ活性 を確認 した。
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